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アルファルファタコゾウムシ（以下タコゾウムシ）

はヨーロッパ原産の侵入害虫で、1982年に福岡県、沖

縄県で初確認以降、全国的に分布が広まっている。本

県では 2007 年に長野地域の飼料作物畑で食害症状が

確認されている。比較的最近に現れた害虫であるため、

本県における発生生態については明らかでない。しか

し本県の高冷地である原村でも幼虫が観察されており、

今後分布が広がることが懸念されている。そこで、本

県におけるタコゾウムシの発生生態について調査した。 

 

写真１．アルファルファタコゾウムシの成虫 

材料及び方法 

2012年に、長野県畜産試験場（準高冷地）のアルフ

ァルファ圃場（畝幅 30cm、播き幅２cmの密条播）に

おいて、４月 17 日から１番草刈り取りの５月 22 日の

６回にわたり調査を行った。任意の 10 地点について、

スポット調査によるアルファルファの被害程度基準

（山口ら 1992）（表１）に基づいて観測した後、茎 30

本あたりのタコゾウムシの頭数を数え、個体数とした。

またタコゾウムシの発生初期（４月 18日）と発生後期

（５月８日）にそれぞれＭＥＰ乳剤（商品名；スミチ

オン乳剤）を処理する区、および無処理区を設け、防

除効果について予備試験を行った。 

表２ ． ゾウ ムシ類に登録のある 薬剤

1000～ 収穫14日

2000倍 前まで

本剤の 有効成分の
使用回数 総使用回数

散布

薬剤名 作物名 使用時期

使用方法

ＭＥ Ｐ 乳剤 マメ 科牧草 ゾウムシ類

適用病害虫 希釈倍数

２ 回以内 ２ 回以内

表1． ス ポッ ト 調査によ る 被害程度基準（ 九州病害虫研究会報よ り ）
Ａ ： 被害０ 。
  （ 被害葉が認めら れない）
Ｂ ： 上位葉の被害面積率が１ ％未満。
  （ 気をつけて見ないと 被害葉がみら れない）
Ｃ ： 上位葉の被害面積率が５ ％未満。
  （ 被害葉が散見さ れる ）
Ｄ ： 上位葉の被害面積率が５ ～２ ０ ％。
  （ 一見し て被害葉が認めら れるが、 食害程度は低い）
Ｅ ： 上位葉の被害面積率が２ １ ～５ ０ ％。
  （ ほと んど の葉に被害がみら れる が、 食害程度は低い）
Ｆ ： 上位葉の被害面積率が５ １ ％以上、 ま たは花の食害が目立つ。
  （ ほと んど の葉に被害がみら れ、 食害程度が高い。
　  ま たは花が見ら れない。 あるいは小花が著し く 少ない）

　 　 （ ５ Ｆ ＋４ Ｅ ＋３ Ｄ ＋２ Ｃ ＋１ Ｂ ）
　 　 　 ５ ×調査地点数（ １ ０ 地点）

（ Ｂ ～Ｆ には該当ス ポッ ト 数を代入する。 ）

×１ ０ ０被害度＝
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結果および考察 

(1) タコゾウムシとその食害の観察 

４月の中～下旬にかけて幼虫の姿を観察することが

できた。若齢幼虫は３mm 足らずと小さく、乳黄色の

体をしている。中齢幼虫はやや体が大きくなり、特徴

である背中のラインがうっすらと現れてくる。老齢幼

虫は体色が鮮やかな黄緑色となり、背中のラインがく

っきりと見えるようになる（写真２～４）。少数である

が、繭と成虫も観察された（写真１，５）。 

 

写真２．タコゾウムシの若齢幼虫 

 

写真３．タコゾウムシの中齢幼虫 

 

若齢幼虫は、アルファルファのまだ展開していない

葉の内側に潜り込むようにして食害していた（写真６）。

中～老齢幼虫になると、葉の表面に出てきて食害する

様子が観察された（写真７）。幼虫は特に上位葉を好ん

で食害し、ぼろぼろにしてしまう様子が観察された（写

真８）。 

 

 

写真４．タコゾウムシの老齢幼虫 

 

写真５．タコゾウムシの繭 

 

写真６．若齢幼虫が食害する様子 
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写真７．老齢幼虫が食害する様子 

 

またアルファルファ圃場の周辺に自生しているシロ

クローバを食害する様子も観察された。 

写真８．食害された上位葉 

 

(2) タコゾウムシの個体数と被害程度の関係 

個体数と薬剤を散布していない場合の被害程度の間

には高い相関が見られ（図１）、スポット調査による被

害程度の観察から個体数のおおよその把握ができると

考えられる。 

(3) 無処理区におけるタコゾウムシの個体数と被害程度 

タコゾウムシの個体数は４月の中旬から５月の中旬

にかけて急激に増加し、それに伴って被害程度も急激

に増加した。しかし５月中旬以降多数のスズメの飛来

が観察され、５月下旬にはタコゾウムシの個体数は約

70％減少した（図２）。主にアルファルファの葉の外側

に出てきた個体が、鳥によって捕食されている可能性

が考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) ＭＥＰ乳剤を散布した区におけるタコゾウムシの

個体数と被害程度の推移 

タコゾウムシの被害がごく軽微な発生初期（４月 18

日）にＭＥＰ乳剤を散布すると、いったん個体数は減

少するが、再び増加して、アルファルファに被害を及

ぼした（図３）。タコゾウムシの被害が甚大になった発

生後期（５月８日）にＭＥＰ乳剤を散布すると、その

後の個体数は減少するが、アルファルファの被害程度

は無処理区と同程度であった（図４）。 

以上の結果より、県内準高冷地におけるタコゾウム

シの被害は４月の中旬から５月の中旬にかけて観察さ

れ、幼虫の多くが鳥により捕食されている可能性があ

るものの、短期間でアルファルファを著しく食害する

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0

50

100

150

200

250

300

4/17 4/24 5/1 5/7 5/14 5/22

被
害
程

度

個
体
数

（
頭

数
／
30
茎

）

図２．30茎あたりの頭数と被害程度（無処理区）
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